
 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省による「平成３０年度国民健康保険料率の動向の取りまとめ」の公表について 

 

 

 本日，厚生労働省から，下記のとおり，「平成３０年度国民健康保険料率等の取りまとめ」が公表され

ることとなりましたのでお知らせいたします。 

 この取りまとめは，厚生労働省が，全国の各市町村における保険料（税）の国保改革施行前後での変動

を把握することを目的に実施した調査の結果となっております。 

 

記 

 

＜公表される調査結果の概要＞ 

 

１ 保険料（税）率の動向について 

  平成３０年度における国民健康保険の保険料（税）率の増減に関する市町村の認識等を調査したもの 

で，回答のあった１，７３５団体のうち７７％に当たる１，３３２団体が前年度に比べ引き下げ又は据 

え置き，２３％に当たる４０３団体が引き上げと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

  ＜参考＞ 

県内３５団体については，９７％に当たる３４団体が引き下げ又は据え置き，１団体が引き上げと 

  回答しています。 

 

２ 平成３０年度における実際の１人あたり保険料（税）額の増減等について 

 別添「【市町村別】平成３０年度保険料（税）率等」の参考欄は，各市町村において実際に賦課され 

た被保険者１人当たりの保険料（税）額（調定額）について取りまとめたものであり，本県では３団体 

で増加しています。  

 なお，増加要因としては，地方税に係る東日本大震災に係る雑損失の繰越控除が終了したことなどに 

より保険料（税）の算定に用いる課税所得が増加したこと等が考えられます。 
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引き下げ 据え置き 引き上げ 計

全 国 496 836 403 1,735
（２９％） （４８％） （２３％） （１００％）

（単位：市町村数，％）
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資料１ 



 
 



 

 


